
ワークシートを完
かん

成
せい

させて、夏
なつ

休
やす

みの自
じ

由
ゆう

研
けん

究
きゅう

に役
やく

立
だ

てましょう。
巨
きょ

大
だい

恐
きょう

竜
りゅう

のナゾをとく答
こた

えは、会
かい

場
じょう

で見
み

つかります。空
くう

らんに書
か

きこみましょう。
「巨

きょ

大
だい

恐
きょう

竜
りゅう

展
てん

2024」　7月
がつ

13日
にち

（土
ど

）～9月
がつ

13日
にち

（金
きん

）　パシフィコ横
よこ

浜
はま

　主催：読売新聞社

歯
は

の形
かたち

を描
か

いてみよう あしあとを描
か

いてみよう

ティラノティタンの特
とく

ちょうを書
か

こう

パタゴティタンの特
とく

ちょうを書
か

こう

全
ぜん

長
ちょう
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どうして
恐
きょう

竜
りゅう

の体
からだ

が
巨
きょ

大
だい

化
か

したか
考
かんが

えよう！

ティラノティタン
《獣

じゅう

脚
きゃく

類
るい

》

「暴
ぼう

君
くん

の巨
きょ

人
じん

」という意
い

味
み

の名
な

前
まえ

がつけられた
肉
にく

食
しょく

恐
きょう

竜
りゅう

です。後
うし

ろあ
し2本

ほん

でえものを追
お

い、
するどい歯

は

でかみつき
ました。パタゴティタン
の肉

にく

も食
た

べていたかも
しれません。

パタゴティタン
《竜

りゅう

脚
きゃく

類
るい

》

アルゼンチンにくら
していた、世

せ

界
かい

最
さい

大
だい

級
きゅう

の恐
きょう

竜
りゅう

です。がん
じょうな4本

ほん

あしで
巨
きょ

大
だい

な体
からだ

を支
ささ

え、そ
の1歩

ぽ

は約
やく

３ｍ
メートル

もあ
りました。

体
たい

重
じゅう

パタゴティタンやティラノサウルスなど、一
いち

部
ぶ

の巨
きょ

大
だい

恐
きょう

竜
りゅう

は、

｢気
き

のう｣という風
ふう

船
せん

みたいな器
き

官
かん

をもっていました。気
き

の

うは肺
はい

とつながっていて、ここにためた空
くう

気
き

を肺
はい

に送
おく

り、

呼
こ

吸
きゅう

などのはたらきを助
たす

けたのです。体
からだ

も軽
かる

くなるので、

大
おお

きな体
からだ

を動
うご

きやすくしていたと考
かんが

えられています。

体
からだ

の中
なか

に風
ふう

船
せん

?

図監修：ボン大学マーティン・サンダー教授
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・約１億100万年前､南アメリカのアルゼンチンでくらしていた植物食恐竜。

・首がとても長いので､１か所にとどまったまま､高い所や広いはんいの植物を食べる

　ことができた。植物をもとめて森から森へ、むれで移動した。

・植物をほぼ丸ごとのみこんだので、あごは発達せず、小さめの頭だった。

・柱のように太い４本あしで体を支え、長いしっぽでバランスをとった。

・ティラノサウルスと似ているけれど､別のなかま

の肉食恐竜（カルカロドントサウルス類)。

・パタゴティタンと同じ時期に､南アメリカの

　アルゼンチンにくらしていた。

・かみそりのような歯でえものにかみつき､肉を引

きちぎって食べた。

・あごが発達していたので、頭は大きめ。

・びんかんな鼻で、えものをかぎわけて追い、

視力もすぐれていたらしい。

★会場の全身復
元骨格は､成長の
途中のもので、
実際はもっと大
きくなったと考
えられています｡

★このほかの特ちょうも会場で見つけ出そう！

・恐竜は体の真下にあしがあり､直立できたので､大きな体を支えやすく､すばやく動けた。
・
・

体のわりに骨が軽かったので､体を動かしやすかった。また､｢気のう｣をもつ恐竜もいた。
　さむいと活動がにぶるトカゲやワニとはちがい､冬でも体温をたもったまま活動できた。
･ おなかの中で赤ちゃんを育てるゾウやクジラとちがい､卵を産んだので､体への負担が少
なかった。パタゴティタンの赤ちゃんの成長スピードははやく､すぐに大きくなった。

・たくさんの植物を食べるため､竜脚類の首は長く､体は巨大化したと考えられている。
・体が大きいと生存競争に有利なので､｢生物は進化するほど大きくなる｣という説もある。
★いろいろな理由を参考に、自分の考えをまとめてみよう。

★会場のティラノティタンの頭部骨格をよく見てみよう。

に べつ

 じ　 きおな みなみ
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た

はったつ あたま

はな お

しりょく

やく　　おく　　　まんねんまえ みなみ しょくぶつしょくきょうりゅう

くび なが しょ たか ところ ひろ た

もり いどう

まる はったつ ちい あたま

はしら ふと ほん からだ ささ

おお
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かつどう

すく
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おお

しょくぶつ た りゅうきゃくるい くび なが きょだいか かんが
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恐
きょう

竜
りゅう

は、トカゲやワニと同
おな

じ｢は虫
ちゅう

類
るい

｣のなかまです。骨
こつ

盤
ばん

の形
かたち

から｢竜
りゅう

盤
ばん

類
るい

｣と
｢鳥
ちょう

盤
ばん

類
るい

｣に大
おお

きく分
わ

かれ、さらに体
からだ

の特
とく

ちょうから、５つのグループに分
ぶん

類
るい

さ
れます。各

かく

グループにどんな恐
きょう

竜
りゅう

がいるでしょう？ ※巨大恐竜展で展示されていないグループもあります。

①なかまと でくらし森
もり

から森
もり

へ移
い

動
どう

。１歩
ぽ

の長
なが

さは約
やく

ｍ
メートル

!?

② が長
なが

いので、ほかの恐
きょう

竜
りゅう

がとどかない木
き

の もたくさん食
た

べた。

③大
おお

きな体
からだ

なので、 をいじしやすく、冬
ふゆ

でも元
げん

気
き

だったらしい。

④肺
はい

のはたらきを助
たす

ける という器
き

官
かん

をもっていたと考
かんが

えられている。

⑤後
うし

ろあしの で地
じ

面
めん

をけずり、そこに を産
う

んだらしい。

⑥赤
あか

ちゃんの成
せい

長
ちょう

スピードは、とても かったと考
かんが

えられている。

⑦おとなのパタゴティタンは をふり上
あ

げて、 恐
きょう

竜
りゅう

と

戦
たたか

うこともあったようだ。

恐
きょう

竜
りゅう

の をしようなかまわけ

にはひらがな、 には数
すう

字
じ

が
１文

も

字
じ

ずつ入
はい

ります。クイズパタゴティタンのくらし

大
だい

英
えい

自
し

然
ぜん

史
し

博
はく

物
ぶつ

館
かん

からやってきた
復
ふく

元
げん

骨
こっ

格
かく

を観
かん

察
さつ

しながら考
かんが

えよう。をチェック！パタゴティタンの骨
こっ

格
かく

各
かく

グループの特
とく

ちょうと恐
きょう

竜
りゅう

は？

骨
こつ

盤
ばん

が鳥
とり

のものに
似
に

ている。

胴
どう

回
まわ

りが広
ひろ

いのはなぜ？

巨
きょ

大
だい

恐
きょう

竜
りゅう

展
てん

を見
み

て感
かん

じたこと、気
き

づいたことは？

恐
きょう

竜
りゅう

の一
いち

番
ばん

の特
とく

ちょうは、胴
どう

体
たい

からま
っすぐ下

した

に、あしがのびているところ
です。直

ちょく

立
りつ

のしせいなので、大
おお

きな体
からだ

でも、すばやく動
うご

けました。トカゲや
ワニは、あしが胴

どう

体
たい

から横
よこ

にはり出
で

て
います。翼

よく

竜
りゅう

や首
くび

長
なが

竜
りゅう

も直
ちょく

立
りつ

ではない
ので、恐

きょう

竜
りゅう

とは別
べつ

のグループです。

恐
きょう

竜
りゅう

類
るい

の
しせいは直

ちょく

立
りつ

！

福井県立恐竜博物館蔵

チンタオサウルス
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脚
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類
るい

》

竜
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盤
ばん

類
るい

鳥
ちょう

盤
ばん

類
るい

恐き
ょ
う

竜り
ゅ
う

類る
い

骨
こつ

盤
ばん

がトカゲのものに似
に

ている。
頭
あたま

のてっぺんにある
2つの穴

あな

はなんだろう？

首
くび

の骨
ほね

は
何
なん

個
こ

ある
かな？
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図
ず

鑑
かん

や図
ず

録
ろく

で恐
きょう

竜
りゅう

の世
せ

界
かい

を楽
たの

しもう！
「小

しょう

学
がく

館
かん

の図
ず

鑑
かん

N
ネ オ

EO［新
しん

版
ぱん

］恐
きょう

竜
りゅう

」では、最
さい

新
しん

研
けん

究
きゅう

をもとに、
恐
きょう

竜
りゅう

時
じ

代
だい

の生
い

き物
もの

を約
やく

400種
しゅ

紹
しょう

介
かい

。大
だい

迫
はく

力
りょく

の恐
きょう

竜
りゅう

映
えい

像
ぞう

も
付
ふ

録
ろく

D
ディー

V
ブイ

D
ディー

で楽
たの

しめます。「巨
きょ

大
だい

恐
きょう

竜
りゅう

展
てん

」公
こう

式
しき

図
ず

録
ろく

も会
かい

期
き

中
ちゅう

、
会
かい

場
じょう

特
とく

設
せつ

ショップにて販
はん

売
ばい

します。

獣
じゅう

脚
きゃく

類
るい

装
そう

盾
じゅん

類
るい

竜
りゅう

脚
きゃく

形
けい

類
るい

･竜
りゅう

脚
きゃく

類
るい

周
しゅう

飾
しょく

頭
とう

類
るい

鳥
ちょう

脚
きゃく

類
るい

ティラノサウルス
《獣

じゅう

脚
きゃく

類
るい

》

会
かい

場
じょう

にあるプテラ

　ノドンの骨
こっ

格
かく

で、

 翼
よく

竜
りゅう

のしせいを

  チェック！

© Trustees of the Natural History Museum, London 	

ほん

ある にくしょくきょうりゅう

おお

しょくぶつしょくきょうりゅう りゅうきゃくけいるい なか

しんかてき りゅうきゃくるい

くび なが おお

ぜんしん

りゅうるい せなか

いたじょう けんりゅうるい

わ

は はったつ

あたま

つの

つのりゅうるい わ

にそく　ほこう おおがた

しそく

ぜんしんふくげんこっかく

たいりょう た　　  もの しょうか

からだ うご

か おお

ちょう

こきゅうきかん

しょくぶつ まる

こえだ

ふせ あたま うし

      はな　　あな

は ちから つよ

　　　　けんとうりゅうるい

とがった歯、力の強いあご、す
るどいかぎづめをもち、２本あ
しですばやく歩けた。肉食恐竜
が多い。ディロン、ティラノサ
ウルス、スピノサウルスなど

ほとんどが植物食恐竜｡竜脚形類の中
でも進化的なグループである竜脚類
に､首としっぽが長いものが多い｡
ディプロドクス､パタゴティタンなど

植物食恐竜で、全身がヨロイのよう
におおわれたヨロイ竜類と、背中に
とげや板状のかざりをもつ剣竜類に
分かれる。デンバーサウルス(ヨロ
イ竜)、ステゴサウルス(剣竜)など

植物食恐竜で､くちばしと歯が発達

したものや､とさかをもつものも
いた。おもに二足歩行で､大型の

ものは四足歩行。チンタオサウ

ルス、ブラキロフォサウルスなど

植物食恐竜で、頭がもりあがっ
ている堅頭竜類と､角やえりかざり

をもつ角竜類に分かれる。パキケ

ファロサウルス(堅頭竜)､トリケラ

トプス(角竜)など

大量の食べ物を消化して、
巨大な体を動かすエネル
ギーに変える､大きなおな
か(腸)をもっていたから。
呼吸器官も大きかった。

全身復元骨格で
かぞえると15個。
ヒトやキリン
は７個だ。

パタゴティタンは、まだ全部の骨が見つ
かっていないので、数は推定です。

なぜここにあるのかな？

鼻の穴。

植物をほぼ丸のみしてい

たので､小枝などがつっ

かえて､目や鼻をつくの

を防ぐため、頭の後ろの
ほう

方に穴があったようだ。

む れ
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 き  の  う

 つ め

 し   っ   ぽ
は  や

た  ま  ご

 に  く  し  ょ く
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